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1.緒

わが留の人口の年総犠或は次第に高鈴fとし、品目指生以上人口の総人口に点める剣合は、平成7年度で

は14.6%であったが、王子成12年 (2000年)の17.2%を豪華て、平成62'年 (2050年)には、 32.3%に達す

るとそ予想されている i')。このような状況下において、中謀議長手者の住金総について考えることは、綴人の

みならず社会にとっても釜楽であると言言える。広告言語年者の健康の維持あるいは場迭のためには、望号4援

金告な運動災E棄や適切な栄養摂耳立が必要である。

費量i廷では、潟齢者の栄禁問題としてタンパク質・エネルギー低栄養状室長 (ProteinEnergy Malnutrition; 

PEM) が医学やき設を整学の世界で取号上げられ、その検討が緩んに行われてい~')移}器。タンパク笈・ 3ニ

ネルギ一級栄養状態にIii'aると、蜘清アルブミン{滋が低下し、身長、手本愛、上腕燭閥長、上綴三頭筋書E

E主路!康、長著Ef!1争下E主彩感などの形室長の務返を招く。また、 Co紛らのの遺跡調査によって、血液アルブ

ミン僚がf乏し ADL(Activity of Daily Living)の低下している高齢者の死む療が高く、主主存王手数も低

いことが報告されている。

現在、病緩等の栄幾号奪還のさ警においては、性別、年齢、身長造、体重から求める計算式(政智治-Ben“

泌総の主主叫)によって手設定した務総代議基準値を渇いてエネルヰf…所要議を算出している。しかし、

一紋人を対象とした計算式を高齢者に適応、さそるには、無理震が主主じるのではないだろうか。さらに、

日本人(J)栄養所要f霊祭五次改定に記載されている護憲漆鐙も、 70歳以上(J)高齢者のi限定例が十分でない

ため、外f準法て、求めたものを用いている制。

また、丞後代紛量iふさ認は様々な重要還によって変化する。その篠混としてあげられるのは、年齢制、

食物、気候i9l、身体組成などである。特に基礎代議骨量と身体総長立の総係については多くの先行者若手Eが

なされてお号、さらに去最強務体霊堂 (LBM) との聞には正の字詰関関係が緩められるという報告をが数多く

ある問問。これは、管絡筋は代童話活性のi潟い綾織であ号、量の士接言葉Lこ然いま事礎代議;幾も強〈友おされ

るためだと言われている。そのために遂動選手などの鍛練者辻、吋般人とよ七絞するとまき礎代言討議室が5

-10%再建くなるという報告もある問。

遂動の号電棄まが基礎代議t量4こ影響するのぞあれば、 i運動官僚のある者に対してこれまでの談窓方法を

用いて栄養指導を行うことは、不支襲名5ではないかという疑問が主主じる。主主治活動5童話t'!lUでの終日i方法

もあるが、ベースとなるま彦総代議盆(J)見積もちがずれていれば、必然的に事事政されたエネルギ…所喜要

最にもずれが生じると考えられる。これらのことから、三章者議代露首i量は従来の千世主E法を総いるのではな

く、喜子気ガスを溌~~さし、個人綴人のエネルギー所姿設を検討する必要性があるといえる。
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しかし、基礎代言討議:(J)誤IJ定を実際の栄養指導の渓主義ぜ行うには、いくつかの間題がある。第一}こ、

滋搭なì~U定条件が主主められてお時朗、それらの条件を満たすには入隊をしなければ非常に困難である o

例えば、①食後12符間以I:i絞過していること②前日の食事は肉食・飽食を避け、普通食程度とする③

睡眠は 8時間以上とること@早期党臨時に測定を行う⑤女子の月総時は測定しない⑤20-25tの快適

な条件下測定を行うなど勺ある。第二に、測定機器の問怒がある。従来の呼気ガスの分析苦手は、高f衝

であり、操作も臨畿である。また、大型なために持ち運びに再三者芝であ号、病院などの施設ならともか

く、在宅看護の家主主や徐々 な室長殺などの王車場への持ち込みが;::P1i持をマある。

まず、第ーのまま礎代議援の設g~主義主伶の間童話を語専決するためには、重苦奪事雲寺代議t:l量の導入が必要である

と考えられる。基礎代語討議とまを議事時代議室ti立、 1昆向されやすいが、主主謀議は、湾者ともに生命を維持す

るために必要な最低銀のエネル本…議室とされている。基礎代裁は、 1920王手イむの初頭に提案された概念

であり、先ほど述べたいくつかの放しい測定条件がある。これに対して安静時代謝震は、肉体、精神

の緊張を避け、食物の彩響のない状認~"t:'、経く目を閉じ、椅JÆ{立安静にしている状態のエネルギ一代

謝援をいう o また、安静時代議f:.l蚤はその安静の状態と特異動的作用の彩警察から義礎代謝量の20%増し

といわれている閣制。

日本においては、エネルギ}所重要録はま悲毒装代裁を基準にし、エネルヰf…f¥';li撃察{設.ela託veMe回holic

Rate :まM泌をJ!iいて算出している。しかし、近年、霊支米先進還では、後毒事善幸代襲撃を基礎釣エネルギー

として考x.、安毒事湾代議量と長三滋j最重誌に然うエネルギー消費量の潟大分とのき告としてエネルギー所婆

を求めており、基礎代謝の佼後{すけは必ずしも重視されていない。そこで、本研究では安静待代書君

主義に後おして、研究を進めることにした。

次iこ、第二の測定機器の簡便性に関する閲覧i'H立、近年開発された細谷式携衛費1熱f設計(島偲TAV悶E，

VINE社製)によって解決が期待されていゐ。 MTAV瓜E本体は、 270X75X220帥と小話視であり、霊童

は1.8kgと綴蚤である。標準ガスを用いた校1E1立不要であるために操作性は毒事裁であ号、 1術絡も従来

の機若手とよ色事支すると極めて安価に設定されている。そこで、実験lとして援策漫然支設計'METAVINEの

後綴伎の検討を行った。

また、愛護争奪事代芸者震の定義iま未だに確立されておらず、安毒事とはいかなるま夫意義を議うのかは厳密に

主主められていない。偽えば、呼気:llスのj期支をを行う紛段階での安毒事時間、測定時の姿勢などは主主者に

よって異なる。公務時間は、検者によって 5~45分と援があ号、測定時の姿勢は仰臥佼または精療位

の場合があり一律とされていない。そこで、議定時全2として栄養指導の現場において、いかなる方法を

用いて行うことが効家良〈、なおかつ有効であるかを検討することとした。

また、習を毒事時代謝援を現場で簡便にこの装穫をfflいて測定できるかについてブイ…ルドワ…クとし

て検討をするために、中高年者を対象にぎ証言争終代霊堂i設を測定し、運動習慣や身体秘主主との隊係の検討

および従来の幾2討!棄との比絞を行った。
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法L 方

実験1

であり、王手能舎は奥22.5土1.5歳、被検者は、体育火当詳に目庁総する健康な男女20名(努 4:j1j、女16名)

女19.6土2.0歳?あった (Tablell。実験手順l土、

Table 1 Charaderistics of the subjects 被検者の鼻と口をブょにイスマスクで覆いベルトで

Fe即盆Ie
n=.16 

←J渡里iι…
滋 2乏4ltein i滋主主し、 BenchmarklfJexercisetest (英密Morgan全土

19.6土Z必
161.3土5.85
54.8士5.29

22.5:!: 1.50 
174.3土3.73
6事5土6.75

Age(y回 r)
Hlght(四 1)

Weight 作。
重量、以下Bench田ark)を燃いて喜子気ガスをちr時詰1by 

Breath法によ号20分問主義主党採うえした。その後、流

Values are m個別念SD最計センサーを交換し、 METAV到 E(V悶E校奴)

を用いてMixingChamber法により 3分間呼父ガス

このu寺の被検者の姿勢i立、 fJ1J隠人望号勢であった。心拍数lまMorgan社製509Car創出の測定を行った。

Moni国rを汚いで3定数泌総よち終了まで機器1双者援綴毒事iこより連続iJ.IJ定を11'った。なお、本実験i土、人工

気象室内において委主滋23'C、湿度55%の条件下で号すった。また、特異動立ち伶潟 (Sμci長cdynamic action; 

の影響をj後げるために食物摂取後2s寺間以上級返していることを条件として、言葉殺を行った。SDA) 

ザ ι

Be阻n町c巾h~問問2z:b;誤:泊2白貯~)ciγCI州i
z骨揃i加n 

y 
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〔分析方法}

謝祭iI<i0)変毒事華寺湾の検討については、 VO，が笈限定するために華客する終憶を指標として用いた。 VO，の

ばらつきを評{閲するためには、評価するポイントとそれ以降の各ポイントとの偏差平方キuを、分析し

たポイント数で除することにより義準化して審判闘した。

i鎗0)イ護産額伎に隠しては、 Benchmarkによって顎1]定し、酸素摂取笈の僚が雪量も安定している 3分療の

分善寺護愛護雪銭高究室を沼いて鋒とちした変喜害時代総量豊0)1穫とMETAV阪五によって測定した安議事録代議?の{直を

比較することとした。

実験2

後事業務は惨事事大学Lこ所暴露する事室長養な男女21;g(努12名、女空各〉であ号、年齢;ま努22.3:t1. 8夜、

女21.8:t2.4露誌であった (Table2)。

実験手順は、仰臥姿勢マ10分間安静を

保った後に、 METAV到E (VINE社製)を

用いてMixingCham己er法によち 3分間際気

ガスを事長奪三し、手写皮肉援に事長室えを行った。

引き続き、キ寄燦姿勢で10分間安商事を保った

後に、仰臥姿勢時と同様に呼気ガスを 3分

潟2セット採気し、安毒事E寺代童話i設をそれぞ

れの霊童家摂取幾よち主主語きした。害事上話方法i立、議主主したi議ちぜある。なお、主主3経験i立、人I気重農主義!初こ

Table 2 Cbaracteristics of the subj舵 ts

事勉le Female 
Ite冠王S

融問12 n=昔

Age (y儲 r) 22.3ま1.8 21.8こと2.4
政eight(cm) 1724求3.7159.7こと4.6

Wei君ht(kg) 76.1土9.2 53.4:t4.8 
%Fat (%) 20.0ごと3.4 20.5士3.1

Va1鵬saremeans土SD

おいて気潟23"C、 i湿度55%の条件下で行った。また、ヰ守主導動的作渇 (SpecificDynamic Action ; SDA) 

の影響をi既けるために食物摂取後2時間以上経過していることを条件として、爽験を行った。

実験3

絞殺者i立、 62;g(努16名、女46名)であり、王手裁は努67.5:t8.56走塁、女65.4:t6. 22量生であったけぬle

3)。被検者l立、会長義臼常生活において介助を必要としない人たちである。被者定詰f'こ対しては測定の鋭

明を行い、その問3訟を得るとともに際紛の鈴可を得て測定を行ったo

測定項目i止、 S挙後、体重、体腹筋書室、後毒争時代裁量、守護2主義堂大震豪雪葉摂取撃であった。体nl'i紡霊震は、
手李総務計{タニタ役繁}を思いてインt:…ダンス法iこよち滅後を行った。事を害事善幸代裁量i立、俗語~f立当告

書多を 5~1O分保たそきた後に、 METAVINE (V部E社製)を紛いてMi即 時Chamber淡lとより、 3分間呼

気ifスを採気し、商是認者摂取最より安背抑制t紛援を算出した。

ヲ
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Table 3 Characteristics and Resting Energy Expenditure of the subjects. 

Items 
Age (year) 

Height(cm) 
Weiゆt供。
LBM(均}
%Fat(%) 

REE (kcallday) 

Male 
且=16

67.5 ::1: 8.56 
161.9土4.94
57.2土8.07
48.5::1: 5.82 
14.8土 6:08

1376.0 + 349.49 

Female 
n=46 

65.4ごと6.22
151.7土5.29
55.3土9.61
39.8会4.78
27.2ことふ語?

1225.9::1: 246.55 

食EE;ResまingEnergy expenditur'を， Val誌部 arem締 nsごl:SD

まと喜多喜幸代議普愛護IJ主主Z寺i主、主主後者il)鼻とロをフェイスマスクで覆い、総建設は5苧吉氏支fスが綴れないよ

うに没3ましながら、ぞれをま平さえて冨定し事長気を行った。この雲寺il)iJlIJ定著者以3経験英語燃やi湾一人物金支

行ったG

課IJ浴況の釜j丞および湿度は23.5::1:1. OoC、72.4::1:2.5%であった。安毒事隊代童話会設のさ霊祭{邸主、日本人

の栄養所華客愛第五次改定の各年童守層の基礎代議f蓑に、1.2をま義じて3李総し

推定養重大酸素祭政量推定における運動負荷i立、医自慢のもとにおい<:AEROBIK出30(コンピ社製}

を矧いで、 3段階のステップ負荷法により12分間行った。ペダリング波数の倒総数は50rpmに設定し、

メトロノ}ムに合わせて行ったが、被検者が規定のテンポでi憲議請を行うことができなくなったり、あ

るいは被検者の意志で12分間の遂動を続行することができなくなったと判断した場合には、運動を中

止した。運動前の安静時、運動負荷中および運動後の凶後期には、心意賞十(日本光儀社製)を用いて

胸部双桜誘導により心電図の確認を行った。最大酸祭主英紙畿のf産主主i立、 3段階闘の心拍数を用いて

Astr如 dのノモグラムによって算H1した。

その他、被検者にはアンケートにより君主主主重量、者更痛ま案、服燃やの話語、過去・現在行っている運動の

調査を行った。既往症、現病墜に隠しでは、病名、言語綴年齢について、綴用ゅの楽に関しては、薬の

手豪華夏、緩湾の菱重度、量について溺愛を行った。また、途議事費震に隠しでは、室主言語の稜類、時潟、頻度、

期間について質潟を行った。

なお、最大霊童素摂取量の検討については、主主検務62.1';中、後EEtilJs長沼若宮名、心電図異常によ号測

定不可援の考古名、計18名を除いt-::43.1';で守子った。

統計処翠として、すべての譲JJj主総は王子主今後念事審議室長議室長で支詳した。華字湾il)有意差検定;主、 S凶dentのt-

検定を行い、危険家5%以下を智治:殺とした。
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3.結果

実験 1

3.1.1安静時間

Fig.2-aにVO之の絞時的変化を 3分問平均僚によって示した。測定開始から時間を終るにつれて、

値が低下することが分かる。 Fig.2-bにはV02のばらつきをま更す図を示した。 V02のばらつきが低下

するほど安定していると考えられるが、測笈際紛から 3分以降は徐々に低下を示し、 9分以降はき

らに低下を示した。
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3.1.2 METAVlNEとB如 ch間百kの相関
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3震憲章2

3.2.1仰算人き襲撃事主椅m姿勢

Fig.4に実験2のプロトコールを示した。

Fig.5f:仰臥姿勢と椅庭姿勢の比較を示した。それぞrれのイ創立、仰臥姿勢1努1，872.8:t234. Okcal 

/d旬、女1，384.4土200.1kcaJ/ day)、仰臥姿勢2(身1，866.0:t210‘4kcaJ/d旬、女1，338.7士221.4

幻滅/day)、梼座姿勢1(男1，884.8ごと23仏Ok叫 /d旬、ポと1，464.3土287.9kcall day )、椅座姿勢2(男

1，945.3全232.宮kcal〆d旬、女1，399.2土286.牧師J/day)マあった。

諜t芝草 1jij]扇、 2jij]冒ともに、仰臥姿勢に比ペキ奇感淡雪舎においてやや言語い傾向が見られた。しかし、

努活ととも雨雲手間iこ有意な差i立認められなかった。

実験3

1主器t. 

('f嘗!min)

一波総t.

{ま加泳連}

トー Supine 一一一イトー Sit出冨 一一斗
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3.3.1被検者の身体的特徴

被検者の身体的特徴をTable3~こ示した。本実験の対象者の身長および体議 i立、主 7 1手の「国民

栄養翻資J~'I による65-69殺の平均値と比較すると、女性では身長は2.3cmr溺く、体数は3.5kg多かっ

た。 5号伎では身長i立2.2an~議く、体援は0.9kg多かった。男女ともに、会開平均と比較すると身長・

体重量とも、やや{援が大きいが、ほlぽ宮平均的な体格であつた。体B緒旨防g綴幹均がぎ1火Lと‘絞

%以上のもの iはま、 4必6~名5 ぶ中ド:お5寺匁~ (3鐙2%)λ、男姓で2勾0%以上のものは、 16名中3名 (18%)で為った。
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Table4には意義裁習慣がある務 (A) と主翼富治後f資がない群 (B)の身体約守幸俊をそれぞれ示した。身

体的i惨害援においては、 F著書学湾Lこ宥3まな主援は認められなかった。 i筆致聖書?銭安もっている者は、女を主義5

名，*，22名 (48%)、男性は16名E担金名 (56%)であった。行っている幾多誌の内容は、軽い体操、ウ

オ}キング、ストレッヂ、水iikのいずれかであった。

i霊動苦手i裁のない群は、現在、返重志望~'I食が会くない者を対象とした。 しかし、非運動群の中にも過

去に遂勤務僚があった者もおり、会員が今後、積槌的に生活留慣の中に波動を取り入れたいという

考えを持つ著者マあった。

Tめle5にはす撃波紋大酸素摂取量測定者の身体約特徴と捻定最大酸素主義阪支誌をf詳した。

Table4α描racte治 ticsandR制治草加す塞Y怠，xp盟選tureofぬesu註'je榔.

A.Hぬitof盟 ercisegroup 

Itenis 
Age(y臨時

"Height (四時
Wejght (kg) 
LBM(kg) 
略F.t(%) 

REE(主回J1day)

経鋭意
恋愛

68.9土乱84
161.5土5.03
59.0土7.91
49.2土5.11
16.5土5.48'

1452.8土290.75

2~.non叩erclse 2I"O時

量壁璽室

A草e(y田町)

E王制草加(ε冊)

Wcight (kg) 
LBM(kg) 

%Fat (%) 
REE(k阻J1day)

立ゑi患
霊主主

65.7会8.50
162.5土5.15
55.0土8.30
47.5土6.92
13.2土6.88

1277.3土415.25

詮主妥旦一-
n=20 

65.9土5.93
150.9士5.29
56.5土10.10
40.6::1:: 5.17 
27.4土5:99

1220.6土261.23

Female 
n=24 

65.6::1::ι22 
152.7:t 5.15 
54.7士9.65
39.4士4，59
28.1士7.56

1213.7士242.70

胤 E;R鵬首ngEn町 gyExpenditure; Values are服 e澗 S土SD

Table 5. Characteris経岱組dR邸話量草取材gyExp組 di出問題dV02I滋獄

。ft滋 subj制 ts.

Items 

Age (year) 
Height (cm) 
Weight (kg) 

LBM級車)
%Fat(%) 

RE翠(kc減/品縁y)
VO平沼獄{蹴ぬglmi滋}

VU2I滋磁{城/鯨i滋〉

Male 
n=12 

65.4土8.36

162.6土3.97

56.2土7.81
48.2土5.89

13.8土6.52
1331.1::1::36註.51

36.5土8.17

2020.0土 356.草3

Female 
n=31 

65.9土6.06
150.8::1::4.09 
53.4土9.21
38.6::1::4.45 

26.8土7.19

1195.9会 213必

26.6ェヒ8.77

13書5.5ネ213.48

REE;R部 ti蜂gEnergyE玄空間di包re，Valu郎首eme儲叫8D

3.3.2運動腎慢の影響

Fig.6に運動習慣がある群 (A) と進動がない群 (B)の安静時代総量について示した。伎はそれ

-581-



告ぞ、れkf:生においVては、遂動習慣のある、選手で22;1 :t 5. 26kcal〆kg/day、途動習慣のない務では22:

4.S8kca1/kg/ dayであった。男性においては、逐霊訪溜憾のある若手で24.9ま5.40kcaI/kg/day、遂

霊訪習慣のない選挙では23.3士7.08kca1/ kg/ dayであり、 i車重論苦手畿のある群がやや潟い{直をぶした。し

かし、体重当たりの安静蒋代謝援については、男女ともに爾税関に有意な量産は総められなかった。
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3.3.3逮致委護疲

Fi翠.7に運動産質疫の遠いによるま苦言事蒋代詩f畿の伎を示した。 k伎は、 1-3/wk群22.0:t4禍 51kcal/

勾/day、4-7/w主義孝23.2士6.15主ca1/kg/d年ぎであった。男性i立、ふ3/wk群25.6念15.8kcal/勾/

day、4-7/wk若手28.6士22.3kJ碍1/kg/dayであった。 火殺においては、尚喜宇湾iこ有窓なまをは夜、認うられ

なかったが、ふ7/w主務の僚がやや高い綴!勾をf詳した。 3善伎においても、 4-7/wk群が芸道い僚を示し、

さらに河群悶に 5%水準で有意な室長が認められた。
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3.3.4安静時代議tl設とLBM

1%水機Fig.81こは、後背害時代謝登とLBMの相関閣をZ詳した。安毒事時代露首畿とLBMとの問には、

• 
• 
• 

で有意な綴員選関係が総められた。繍塁塁4革委主はr=O.40であった。

• 
.ー..-.、

.・・ ・・ ・-• Fザ ・....， . -. 
始 1・.¥

• 
• 

• 
n=疋62
r=0.40 
p<O.oI 

1800 

ω

M

w

 

sa守
合

。

噌

孟

マ

孟

(
k
m

時
間
w泊
時
制
品
〉

山
口
問
判
明
削

wm瑚
内
問
一
間
以

h
醐
』
削
添
削
減
踊
必
帽
鴨
抽
出

•• • • 
60 50 40 30 

600"， 
20 

LBM(主宰)

Fig. 8 Relations註ipbetwe組浪記事tin塞Energy
Exp告nditur告andL浪芸を

3.3.5安青抑制t露首愛と推定最大西査察摂取議

Fig.9!こは、安静持代謝量とま監ま主主語大酸素摂取量の相関闘を示した。Fig.9-aには:ft祭最大酸素摂

耳互主量{総会主i湾問さきたり)、Fig.含みにはJままさ最大酸素摂取畿をLBMによって除した後を独立変数とし

てJfjいたむ海老ともに、手干支設な綴喜善関係は言まゐられなかったむ

• 
• 

• • • • 

i子機

33附

-ーn=43 
戸 0.28

1800 

• 

• • -• 

a
"
u
w
a
υ
 

A
H杉v
A

υ

必
“
市

A"

勿

A

唱

A

{
、
h肉
a係碍削唱知M川↑為
a綴碍
ω
#
}

記

SM噌
塁
内
間
同
一
組

h
槌
器
開
附
州
制
間
宮
山
富
州
問

• • • ・. 

• • • 

• 
• 

n=43 
r=0.16 

• • 

1800 

• も

-• • • • • 

• • 

¥ 
600.， 

s 70 

b;す。芝max(mlILBMJ関心

5事30 3000 
てr

1000 

a; Vo，max (現在器包〉
2000 

Fig. 9 Rel叫onsbipbe僻棚陶tingEnergy拘叩di回 e(.kcalJday) 
叩 dV02m蹴(凶血in，mlILBMlmin) 

一総3



3.3.6推定値と実現u値

Fig.lO-a (女性)、lO-b(男性)に推定値と実測値の関係を示した。その図中に、実測値の平均値

と標準偏差をプロットした。平均値は、推定値とほぼ同じ値を示したが、ぱらつきが非常に大きい

ことが認められた。
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4.1 METAV町Eの信頼性の検討

METAV町Eは、実験室で精度を重んじる実験系でよく使われている装置とは違い、簡易的な改良

型のMixingchanber法を用いて測定している。そのため、本結果METAVINEの測定値は、 Benchmark

の測定値と比較するとやや低値を示したが有意差はなく測定値には高い相関関係(r=0.762、p<0.05)

が認められた。

栄養所要量策定委員会会長である細谷憲政先生は、さまざまな講演会において、エネルギー所要

量に対する考えを「現場では実験室的な研究のように厳密に測定する必要はなく、簡易に測定し、

大まかな数字によって対処していくべきである。実際の現場では、そのようなことが望まれており、

今後は安静時代謝量の導入と簡便な熱量測定機器による測定が必要である。」と述べている。

フィールドワークにおいて

の使用には十分な精度が保証されているといえよう。また、実験室での使用においても、高額で高

精度の異測定装置の結果との高い相関が得られでいるごとから、使用目的によっては、実験室での

このコンセプトにより開発された細谷式携帯型熱量計METAVINEは、

使用にも遜色なく使用できる機器であるといえよう。
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4.2安静彦事代裁量の測定条件

ま各機イt裁量の主主義は確立されているが、まを議事録代謝葉の詰.IJ7主条件は定義付けされていない。まず、

総定読の安静i立、作業後の漁業j重量素摂取畿などの亘書妾の彩響を避けるために設けるが、先行研究に

よると野村は 5~20分館としてお号、滋絞らは30分1句、 Allan ら"は45分としている。しかし、本研究

においてはおg.21こ示すように、マスクを装穫し機たわってからVO，が安定するために要する雲寺周は、

合分から12分後獲であった。後滋善寺濁が長l待問で;J;ると、袋詰争不動のままマいることが殺しく、ま

た鼠気を慾すこともあるむさらに、害義務に導入することを考慮すると、激しい労作を行った場合を

徐き、宮正脅事告寺葬塁:土11jJ臥姿勢で誼U~主の機会4こは、 10分程法定が渡幸容ではないかと永島襲苔れた。

争議綴代謝f量の総主主;土、仰臥姿勢であることが数多くの文献に定められてお号、世界的にも共透し

ている。しかし、安静雲寺代言者経の額IJ主主姿勢に関しては、滋況が間椅子篠宮党首事で軽くElを間じている

状態と定義しているが、これまで安静告をイ党総量の研究として滅定杏れてきたものは、検者によって

係車えまたは梼座姿勢を用いてお号、一定ではない。

Fig.5に示すように、本研究においては l悶悶の測定および2悩自の2磁気ともに、姿勢の遂いによ

る望号静待代懇話畿の値』こ平11まごと2きは認められなかった。また、経&姿勢の方法宮ベットの必要さがなく、

比較的安易に説IJ定できることからま草場で用いるには、厳密にilllJ}t憾の姿勢を主主義うることは必要警がな

いのではないかと文京後された。

4.3中高年の公害争時代謝主主

4.3.1加重舎と徐脂肪体議

本研究の女伎の体重~たりのき支苦手時代議H愛i立、平均で22.2kcal/kg/ minであった。ここれは、 20員長

女性の王手;刷機と比較すると21%のまま下が見られた。

君主化iこ浮い生理由号機能は低下するが、その低下の話記念いは、谷組織によって異なる。しかし、営

争各室おおよび内滋ごとどの活性議長畿の代謝を包議したものである重量毒事待代謝祭i立、老化現象の護主要な指

擦でもある。 Shockli~)、 30燃を基準とすると 90歳では20%低下することを報告して;ßり、また、

Tzan初ffと Norrisは割、 20~97歳のま患者選代総量を検討し、 20歳から45緩までには加費舎による影響警は認

められないが、 45品業以後加富舎に{辛い減少すると述べている。このように加議舎に伴って基礎f主総量の

滋少がみられる後~I立、身体j首選主重量の低下による身体組成の変化、専寺』こ除脂肪体重のj減少があげら

れている印。また、一書立に義主礎代裁量三iこ対する各組j織の索隊主事は脳 (20%)、肝臓・心事業・腎臓(-

40%)、筋肉 (25-35%)のようになっている。筋肉は、基礎代議誌に対してお-35%程度と言空襲ま率

は告発して支配釣マはないが、中浮から加速される筋肉量と代議昔治伎の減退が霞となって基準看護代裁

の低下がもたらされること治省指摘されている叫割。

本研究に必いても除綴粉体重と安静時代議軽量には、 1%水準でヰ守主主な格言喜関係が認められたお

安静争時代議震は筋肉や内蔵などの代謝活性の篤い組織に強くtr.;f5されるたIOIこ、代誠治伎の土と絞
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的低い脂肪を除いた除脂肪体重との相閥均C潟いと考えられる。このように安静時代謝震とLBMは密

接な関係にある。ま駐在はインピーダンス淡を矧いて簡便に体脂肪の測迭を行うことができるので、

身長、手事3章、王手護室、性別のみからエネル本一所望書量を算出するのマはなく、身体長llJj立を竜彦島撃し、従

主任の捻定司法の主事検討を行うことが今後の遂事さな言葉霊童になると示唆された。

4.3.2運動資僚と安静時代謝量

Poehlm制ら川式、著者、高齢者をあ燥にし、さらにそれぞれをトレ」ニング稼と非トレーニング

若手に分け、安議事時代議封豪を比較している。その結果、若者、湾総務ーともにトレ}ニング淡の方が非

トレーニング務よきも有意に言語いイ援をぶした。しかし、本3経験1."1ま遂動習演のある春季 (A)、遂3語習

慢のない君事情}の体重当たちの安静隊代総量を比較したところ、努女ともに湾若手燃において有意

なillは認められなかった U'ig.6)。これは、 Poehlmanらがトレーニング群として矧いている高齢者

はかなりの持久的トレーニングを緩んだ者であり、本災験での対象者はやや弱いi筆頭bを行う程度で

あったことが線図と考えられる。災体約にはPoehlm削らの対象潜は、トレーニングを15.4士4.2年

議室事棄して行ってお号、走行恋畿は、3l:ト70k理/官kであった。ぞれに対して本実毒素IJ)対象者は、事王い

体操やストレァチ主撃を遂に術総か行う君主選定であ号、議室選定英語襲警にはばらつきが多く兇られた。

そこで、浅草主習慣の頻度別に体笈主主た号の安静蒋代議設援を比較した(Fig;7)。女役i主、有意な差

は認められなかったが、 i鳳に4凶以1:.;:車動習慣がある殺においてやや高いイ認をぶした。男性は、週

4回以上波動'g/慣がある訴がお3誌に講話い健を示したo このことから、中高年殺が行うのに適切な遂

裁は、強惑をがやや弱いために身体総E主的な変化または安静絡代議量に与える影響警は少なく、習慣的

に差患者訟を滋41lil以上行うことによちさととる1iJ銭鐙があるとぷ号愛された。しかし、今筏はアンケート

によって波数内容、類夜、 i浮襲警の綴霊長を行ったために選数の相対的強選定を綴り織すことができな

かった。行われている主主動の革遺書誌から、どれもMETS2.O~3. 0経度の強肢の遂護主であることは判断

て?きるが、今閲の結果がすべての遂動にあてはまるわけマはないと考えられた。

Tz湖 koffとおorrisl主的、言語齢著者における基礎代謝援の低下は筋肉量の減少だけ?なし筋自体の重量

繋主義滋畿の低下によるとす話機している。また、安毒事善寺千三霊能蒙と総量妻、 VU2ならびに身体組成との関

係を検討し、除脂肪体薬会笠間じでもVU2maxlJ)高い治数約主主人ほど安静雲寺代総数が言語いという毅fきも

ある滞。さらに、モルモット}こ然酸素トレ}ニングを3誌を主した結呆、慾車線ま援のE語大によりf量的な窓

際で代謝最古宮増大し、司当時長潔トレーニングでは筋の努較的増加はないが筋中の'l3純血管が増加し、質

的7，t}.ま味で代裁量が増大サゐという報告もあるヘ

しかし、本研究においては緩め量的な代議t1設のま勢加を表す最大分特産霊祭主義取蚤 (me/回in)、i?iの

室電告さな代議量の増泌を3援すL詰主主ま議た号IJ)最大震愛3霊祭耳支援 (me/LBM/関i心の第考ともに宥重量な綴

詩~I潟係は認められなかった(Fig.9) 。

これは、最大酸素撚再誌の決定要因は、筋肉の燃の問題、すなわち有機潔エネルギ}代総活伎の

みではなく、心肺機後や主主化学的な面に関しでも催奇左布する要因となるからだと考えられる。機
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関i立、有酸素的能力の多少が潟級殺のま審奇襲代議討登に影響を及ぼす重要な要因であると殺を皆して以7.)

が、本研究においては、必ずしも致事をな繋闘であるとは疎らないのではないかと示唆された。

4.3.3推定値と実測値

推定値は性別と年齢のみで華客き lおすために、~年齢層ごとに{直がまとまっている。しかし、災測

億においては、平均俸は推定僚とほぼ肉じであみが、ぱらつきが非常に大きいことが認められた。

推定されたエネルギ}所要普賢は、あくまャも平均織であ母、億人によって銭整が必要であると考え

られた。現に、最近は苦言齢者の栄養関緩としてタンパク策・低エネルギー栄養状態がとちおげられ

ており、さらに寝たきり老人の肥満によって分淡'.fの媛痛などの負鐙が増大するなどの罪喜怒もある耕。

先行研究においても高齢者のエネルギーイ主総畿は、 i湾i二銭、年齢、身体活動強度であっても綴人

獲が大きいことが認められている。このばらつきは、各f騒人の労織条件や運動などの主主主主習演のi皐

い、またそれらに伴う身体経T.X:の変化、署長治状況毒撃の霊長悪夢によってき主じると考えられる。

以上のことから、一括して従来の推定僚を淘いるのではなく、億人i麗人に適切な栄養指導を行う

ためにもLB泌を考慮した式の倒発や携務裂熱鐙討を胤いた呼気ガスでの測定が現場に定着すること

が怒まれると考えられた。

5.獲約

~験 1

ヨド3臨車業マl立、携帯主語熱最言十の信頼性の検討と泌定前の安静罪李総の狭義守を行うことをB的とした。被

告主導まは総長誌な努女20名であった。 2種類の呼気ガス分析擦を (M怠TAV約草、 Benchm証主}沿いて、比

挙支・検討をfすった。

1) METAVlNEと諮問chmarkでiIDJ定した安静雲寺代議委f/)僚は、 5宇品水議長でギ言葉家主主事話際関係会害義芸品ちられ

た(r=O.762)。

2) Vαがまをま認するまでの待問は、約10分であった。

薬草案2

本実験は、測定憾の姿勢のi童いが安静時代謝量に与える影響について検討することを図的とした。

被検者は像機t.t~火21名であった。仰臥姿勢と椅座姿勢の安静時代謝E査を生時紛淑葬品議官十を用いて測定

し、比較したο

1)測定l、2凶闘ともに、男1ととも姿勢の違いによる安静時代謝設の僚に手まな幾は総められな

培、つfょ。
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実験3

本実験は、中高年者の安静時代謝量を測定し、運動習慣や身体組成との関係の検討と従来の推定値

との比較を目的とした。被検者は中高年の男女62名であった。測定項目は、身長、体重、体脂肪率、

安静時代謝量、推定最大酸素摂取量および病歴や運動歴に関するアンケートであった。

1)運動習慣のある群とない群の体重当たりの安静時代謝量は、男女ともに両群聞に有意な差は認め

られなかった。

2 )運動頻度の違いによる影響は男女ともに週4回以上運動を行う群において高い値を示した。もさら

に、男性において 5%水準で有意な差が認められた。

3 )除脂肪体重と安静時代謝量との聞に、 1%水準で有意な相関関係が認められた。

4 )推定最大酸素摂取量と安静時代謝量との聞には、単位時間当たり、 LBM当たりの両者に有意な相

関関係は認められなかった。

5)実測値の平均値は、推定値とほぼ同じ値を示したが、個人差は非常に大きいことが認められた。

以上のことから、中高年者の安静時代謝量は生活習慣によって個人差が大きいため、今後は従来の

推定式を一括して用いるのではなく、身体組成を考慮した推定式の開発や携帯型熱量計を用いて呼気

ガスから、個人個人のエネルギ一所要量を算出する必要があると示唆された。
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